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よび標本属性情報を管理、アーカイブ化し、デー
タベースを構築・公開することによって、研究・
教育・科学普及に貢献しています。

地質標本データベース
地質標本のデータベース（以下、DB）は、

RIO−DB課題「地質標本DB」として公開され、
所内外の方々の研究や教育目的に利用されてい
ます。地質標本DBは、地質標本館の標本登録
情報をDB化した「地質標本登録DB」と、地質標
本館の収蔵標本から特定のテーマごとにまとま
りのある標本を抽出してその属性情報を詳細化
した中小規模のDB群の大きく2つに分けられま
す。後者には、岡本鉱物標本DB、変成岩標本
DBなどがあり、これらによって、テーマごと
に標本の属性情報を高度化させ、それを前述の
地質標本登録DBのデータにフィードバックさ
せながら地質標本館の登録標本情報の整備、有
効利用を促進しています。また、DB構築に先
立ち標本カタログを作成しますが、中でも最近
出版した図録「青

あおやぎ

柳鉱物標本」は、学術的・教育
的価値とともに標本写真の華麗さが内外で好評
です。

これらの地質標本DBの構築・整備には、地
質標本に関する専門性をもった研究者がかかわ
ります。そして各自が専門とする地質標本の分
類・記載、系統、標準化に関する研究の過程で
新鉱物の発見などの成果もあがっています。

地質標本の有効活用に向けて
岩石・鉱物・化石などの登録・管理・データベース
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地質標本の意義と登録・管理
地質調査総合センターでは、「地質の調査」研

究の物証である地質標本の登録・管理とその
データベース化を進めています。

毎年のように特別展が開催され人々に関心の
高い恐竜ですが、近年の恐竜ブームは実は博物
館に長く保管されていた標本を研究者が丹念に
調べ直したことに始まります。また産総研で
は、資源関連の研究グループが地質標本館に登
録・保管中の層状マンガン鉱床の鉱石を分析し
た結果、この中に現在の先端技術産業を支える
希土類元素を多く含む鉱石のあることが判明し

（2007年2月8日プレスリリース）、レアメタル資
源探査に明るい話題を提供しました。

昨今、地球環境・自然災害・資源・エネルギー
などの問題が先鋭化し、世界の地質など、地球
科学的情報の収集と発信が欠かせません。私た
ちは「地質の調査」のミッションを通して、地質
情報の収集と知的基盤情報の整備を進めていま
す。この過程で、国内外において岩石・鉱物・
化石などをはじめとする数多くの地質標本を収
集し、研究に使用しています。この中には国内
外の休・廃止鉱山の往時に採取された鉱石など
の貴重な標本も含まれています。地質標本は、
研究の物証として地質標本館に登録・保管され
ます。その拠点は、機能的に設計された岩石標
本収蔵設備をもつ、つくばセンター第7事業所
の地圏情報棟（7−8棟）です。地質標本館を軸に
した地質標本情報化委員会は、登録地質標本お

RIO-DB 課 題「 地 質 標 本 デ ー タ ベ ー ス 」（http://
riodb02.ibase.aist.go.jp/dform/）の軸になる「地
質標本登録 DB 」の検索ページ
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中生代の貝類などの化石やそ
れにかかわる地質・古生物の
研究をしています。また、こ
れらの化石の出る地層を含む
地質図幅の研究にも従事して
います。そして、地質標本情
報化委員会委員長として、共
同研究者とともに地質標本館
収蔵標本の登録・管理、利用
などの業務を支援しています。
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鉱物が生まれるプロセスに興
味があり、さまざまな鉱床、
温泉、火山を対象に研究して
きました。地質標本館では、
幅を広げて地球科学全般の普
及に取り組んでいます。今後
も、地質調査総合センターの
偉大なる資源である登録標本
が、有効に活用されるよう支
援していきます。

地質標本の記載・分類学的研究の成果として発見、国
際承認された新鉱物「ソーダ金雲母」のタイプ標本（左）
と、内外で好評の図録「青柳鉱物標本」（右）


